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「
ス

ロ

ー

ラ

イ

フ

」

（
第
三
十
八
回
）

「
な
ん
く
る
な
い
さ
。
」
物
に
こ

だ
わ
ら
な
い
お
お
ら
か
な
風
土
。
あ

く
せ
く
せ
ず
、
人
情
味
が
澄
れ
た
雰

囲
気
だ
。
私
が
や
っ
て
き
た
の

は
、
南
の
島
、
沖
縄
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
沖
縄
料
理

を
体
験
で
き
た
。
ま
ず

は
「
そ
Ｉ
き
汁
」
。
豚

の
あ
ば
ら
肉
を
煮
込
ん

だ
定
番
の
お
汁
で
あ
る
。

ス
タ
ミ
ナ
た
っ
ぷ
り

だ
が
、
味
は
あ
っ
さ
り
。

脂
の
量
を
分
析
す
る
と
、

独
特
の
料
理
法
に
よ

っ
て
脂
分
が
七
割
も

減
少
す
る
と
い
う
。
ま

た
「
足
テ
ィ
ビ
チ
」
も

当
地
の
美
味
。
昆
布
や
大

根
、
泡
盛
を
加
え
た
豚
足

料
理
で
、
調
理
で
脂
が
五
割

減
る
よ
う
だ
。
「
豚
の
鳴
き
声
以

外
は
す
べ
て
利
用
す
る
」
と
言
わ
れ

る
当
地
の
レ
シ
ピ
だ
が
、
そ
の
起
源

は
中
国
漢
方
に
由
来
す
る
。
舌
鼓
を

う
ち
な
が
ら
、
医
食
同
源
や
薬
食
同

源
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
。

「
人

も
し
天

寿
を
全

う
せ

ん
と
欲

せ
ば
、
須

ぐ
沖
縄
島
へ
移

住
す
べ
し
ご

医
学

の
学

会
で

は
、
沖

縄
人

が
健
康

な
理

由

が
討
議

さ
れ
た

。
豚
肉

の
他

に

豆
腐

、
こ

ん
ぶ
、
海
草

、
薬
草
、
黒
砂

糖

な
ど
特

徴
的

な
食
文
化

。
温

暖
な

気
候

、
屋

外
の

労
働

や
運
動

、

良
好
な
睡
眠
な
ど
も
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
ユ
イ
マ

－

ル

（
相

互

扶

助

）

の

精

神
で

人

々
の

交

流
が

深

い
こ

と
。
本
土

に
は

な
い
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」

が

自

然

と

融

合

し

て

い
る
か
の
よ
う
だ

。

国

際

通

り

に
足

を

運

び

、

沖

縄

民

謡

と

舞

踊

を

鑑

賞

で

き

た

。

凛

々
し

い
女
性

が
歌

い

踊

る

。
左

手

に

挟

む

楽

器
は
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
に
似

た
サ
ン
バ
ー
（
三
枚
）
。

靴
べ
ら
サ
イ
ズ
の
木
三
枚
を

ゴ
ム
紐
で
つ
な
げ
た
も
の
だ
。
右

指
で
は
じ
く
と
、
気
持
ち
い
い
音
が

響
き
わ
た
る
。
サ
ン
バ
の
よ
う
に
心

を
鼓
舞
さ
れ
、
私
は
沖
縄
の
癒
し
の

パ
ワ
ー
に
暖
か
く
包
み
込
ま
れ
て
い

た
。
　
（
医
学
博
士
・
内
科
医
師
）
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